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７．末親谷堆積物の花粉分析

はじめに

夜久野末窯跡群は、京都府福知山市夜久野町の高内、日置、末にまたがって所在する規模の大きな

須恵器の窯跡群であり、出土する須恵器の特徴から、7世紀前半から9世紀前半にかけて操業してい

たと考えられている（菱田2013、京都府立大学文学部考古学研究室2021）。近年の踏査では、100

基を超える須恵器窯跡の存在が推定されている（東2018）。窯業では多くの燃料材を要することか

ら、長期にわたる操業は、周辺の森林にも大きな影響を与えると予想される。本研究では、夜久野町

末窯跡群の操業が周辺の植生環境に与えた影響を明らかにするため、牧川右岸の末親谷で堆積物を採

取して、花粉分析および放射性炭素年代測定を実施した。

１．方法

（１）試料採取

2021年12月に、末親谷9号窯（名称は東2018による）前の休耕田で、シンウォールサンプラーを

用いてボーリングを実施した。Site	1（休耕田の西端から7.5m）で深度170cm、Site	2（同５m）で

深度140cm、Site	3（同12.7m）で深度137cmまでの堆積物試料を得た。このうち、もっとも深い堆

積物の得られたSite	1の堆積物（以下、SUE1とする）を分析に用いた。

調査地周辺の植生は、主としてコナラやアカマツが優占する落葉広葉樹二次林で、一部にスギ・ヒ

ノキおよび北米原産のテーダマツの人工林がある。落葉広葉樹二次林では、高木層はコナラ、アカマ

ツ、ネズ、クリ、ホオノキなどがみられる。低木層にはソヨゴ、ヒサカキ、アセビ、ヒュウガミズ

キ、コバノミツバツツジ、ネジキ、リョウブ、ミヤコイバラなどが生育する。林床は、一部にネザサ

が生育するが、シカの食害を受けて植生に乏しい。

（２）花粉分析

採取した堆積物試料から、深さ約10cmごとに１cm厚さで試料を切り出し、計量スプーンで１mLを

計り取って花粉分析用試料とした。花粉化石の抽出は、高原・谷田（2004）に従い、水酸化カリウム

処理による試料の泥化、目開き180µmの金属製篩による大型夾雑物の除去、フッ化水素酸処理による

鉱物質の除去、アセトリシス処理による有機物の除去をおこなった後、エタノールで脱水し、tert-ブチ

ルアルコールに置換して、シリコンオイルに封入した。なお、単位体積当たりの花粉含有量を算出す

るため、これらの処理に先立って既知量の標識粒子（直径15µmのプラスチックビーズ）を添加した。

花粉の同定には光学顕微鏡（OLYMPUS	BX41）を用い、倍率400倍でプレパラート全面を走査

し、各試料につき高木花粉総数が200個以上になるまで、同定・計数をおこなった。ただし、深度

70cmおよび145cmの試料については、高木花粉総数が200個未満である。花粉の同定にあたって
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は、京都府立大学森林植生学研究室所蔵の現生花粉標本および中村（1984）、三好ほか（2011）の

花粉図鑑を参照した。

同定した高木花粉の総数を基数として、各花粉分類群の出現率を算出した。マツ属花粉は、形態に

基づいて複維管束亜属（アカマツなどのいわゆるニヨウマツ類）、単維管束亜属（ヒメコマツなどの

いわゆるゴヨウマツ類）および特徴が十分に観察できない「不明」の３つに分けて計数した。

（３）放射性炭素年代測定

SUE1堆積物の深度24.5-25.0cmおよび149.0-149.5cmから得られた木炭について、（株）加速器

分析研究所に委託し、AMS（Accelerator	Mass	Spectrometry：加速器質量分析）による放射性炭素年

代を実施した。

2. 結果

（１）堆積物

	SUE1堆積物の柱状図を図１に示す。SUE1では、深度0-30cmはシルト質粘土（深度20-30cmに

は木炭片が混じる）、30-33cmに薄い粘土層を挟み、33-42cmが砂質粘土、42-43cmに薄い砂層を

挟み、43-49cmは粘土、49-51cmは有機質粘土、51-82cmは砂質シルトであった。深度90-123cm

はシルト質粘土、123-125cmは砂質シルト、125-138cmは砂質粘土、138-140cmはシルト質砂、

140-143cmは砂質シルト、143-155cmはシルト質砂、155-159cmは有機物を多く含む砂質粘土、

159-162cmは小礫混じりのシルト質砂であった。なお、各深度は、lot1は深度０cmから、lot2は深

度90cmからの実寸で示し、コア採取時の堆積物の圧縮については補正していない。

（２）放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定の結果を表１に示す。深度24.5-25.0cmの試料が1300±20	 yr	BP、深度

149.0-149.5	 cmの試料が3890±30	yr	 BPと測定された。得られた放射性炭素年代について、

IntCal20の較正曲線（Reimer	et	al.	2020）およびOxcalv.4.4較正プログラム（Bronk	Ramsey	2009）

を用いて暦年較正すると、深度24.5-25.0cmの試料が1290	-	1241	cal	BP,	1230	-	1176	cal	BP（2

σ）、深度149.0-149.5の試料では4413-4243	cal	yr	BP（2σ）となった。

（３）花粉分析結果

花粉分析の結果を図２に示す。計数の結果、マツ属のうち単維管束亜属と同定できるものは僅かで

あったので、複維管束亜属と「不明」を合わせて示している。深度140cmでは、針葉樹花粉ではヒノ

キ科／イチイ科／イヌガヤ科花粉ならびにスギ花粉が多く、モミ属花粉を伴う。広葉樹花粉では、

深度（cm） 試料 放射性炭素年代 較正暦年代（2σ） 測定番号
24.5-25.0 木炭 1300±20 yr BP 1290 - 1241 cal BP, IAAA-212004

1230 - 1176 cal BP
149.0-149.5 木炭 3890±30 yr BP 4413 - 4243 cal BP IAAA-212005

表１　末親谷堆積物（SUE １）の放射性炭素年代測定結果
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図１　末親谷堆積物（SUE1）の柱状図

図２　末親谷堆積物（SUE1）花粉・胞子ダイアグラム

コナラ属コナラ亜属の花粉が30％と最も多く、コナラ属アカガシ亜属、クリ属／シイ属／マテバシ

イ属やニレ属／ケヤキ属を伴う。草本花粉ではイネ科花粉およびカヤツリグサ科花粉がそれぞれ約

50％と多い。また単溝胞子が約70％と非常に多く出現した。

深度90-60cmでは、コナラ属コナラ亜属花粉が減少する一方、マツ属花粉が増加する。またガマ

属／ミクリ属、ヒルムシロ属、オモダカ属などの水生植物の花粉が出現した。このほか、アカザ科／

ヒユ科、キンポウゲ科、カラマツソウ属、オミナエシ科、キク科タンポポ亜科およびキク亜科、ヨモ

ギ属などの多様な草本花粉が出現した。またワラビ属の胞子も比較的多く出現した。

深度60-20cmでは、マツ属花粉が30％を超えて出現する一方、コナラ属アカガシ亜属花粉が5%未

満に減少する。コナラ亜属花粉はやや増加し、20％以上出現する。スギ花粉やヒノキ科／イチイ科

／イヌガヤ科花粉も減少する。草本では、栽培植物であるソバ属の花粉が深度30cmで出現する。

深度10cmでは、スギおよびヒノキ科／イチイ科／イヌガヤ科花粉が増加する一方、マツ属花粉や

コナラ亜属花粉は減少した。
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３．考察

年代測定結果から、深度150cmが約4300年前の層準となる。このころには、スギやヒノキ科／イ

チイ科／イヌガヤ科、モミ属、ツガ属などの温帯針葉樹が多く、これにコナラ亜属が混交する森林

だったと考えられる。丹波山地の蛇ヶ池（標高610m）の4300年前ごろの花粉組成でも、スギやヒ

ノキ科／イチイ科／イヌガヤ科、モミ属、ツガ属などの温帯針葉樹花粉が多く、これにブナ、イヌブ

ナ、コナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹、コナラ属アカガシ亜属などの常緑広葉樹花粉をともな

う（Sasaki	and	Takahara	2012）。蛇ヶ池の標高は末親谷よりも500mほど高いので、冷温帯性樹木

であるブナの花粉が末親谷よりも多いことは調和的である。一方、暖温帯の代表的な樹種であるアカ

ガシ亜属花粉は、末親谷よりも蛇ヶ池で多く、冷温帯性のミズナラを含むコナラ亜属花粉は、末親谷

で多かった。日本海側地域にある丹後半島の大フケ湿原（標高550m）では、7300年前に降灰した

K-Ah火山灰の降灰以降に、スギが優占し、ブナとコナラ亜属花粉を伴う花粉組成が得られており、

アカガシ亜属花粉は非常に低率である（高原ほか1999）。この時代の末親谷周辺の植生は、丹後半

島のように、アカガシ亜属の少ない植生だった可能性がある。

深度100cm以浅になると、徐々にアカマツに由来すると考えられるマツ属複維管束亜属花粉が増

加する一方、コナラ属コナラ亜属花粉が減少する。これらのことは、落葉ナラ類が減少し、アカマツ

が増加しはじめたことを示している。この変化は、良質の薪炭材である落葉ナラ類が利用され、より

明るい場所・貧栄養の土地で生育するアカマツが増加し始めたことを反映しているのかもしれない。

この時期には、水生植物であるガマ属／ミクリ属、ヒルムシロ属やオモダカ属花粉が出現しているこ

とから、試料採取地は滞水した浅い池か水田のような状態だったと推察される。

深度50cmでは、マツ属複維管束亜属花粉がさらに増加し、50％近くを占めるようになる一方、ス

ギやヒノキ科／イチイ科／イヌガヤ科花粉やコナラ属アカガシ亜属花粉が減少する。スギやヒノキ科

は建築用材として利用されることから、薪炭材以外の利用も進んだ可能性がある。深度30cmでは栽

培植物のソバ属花粉が出現することから、この時期には周辺で何らかの農耕がおこなわれていた。光

学顕微鏡下では、イネ科花粉の中で栽培イネ（Oryza	sativa）花粉を識別することは困難であるが、

高木花粉に対して50％程度出現するイネ科花粉の中に、栽培植物が含まれている可能性もある。末

窯跡群の操業時期に相当する深度29.5cmの1200年前には、マツ属や落葉ナラ類が多く、スギやヒノ

キ科／イチイ科／イヌガヤ科を伴う植生であった。このことは、当時の末親谷周辺が、アカマツやコ

ナラなど薪炭材に適した樹種の多い、燃料材を採取しやすい植生環境であったことを示している。

深度10cmではマツ属複維管束亜属花粉が減少し、スギやヒノキ科／イチイ科／イヌガヤ科花粉が

増加する。これは、戦後の拡大造林によるスギ・ヒノキ人工林の増加を反映したものと考えられる。

この堆積物について、2点で放射性炭素年代測定を実施しているが、堆積物に砂層が狭在することなど

から、この2点間の堆積速度が一定であったと推定するのは困難である。今後、より多くの層準で花粉分

析および年代測定を実施し、窯跡群の操業時期との対応を慎重に検討する必要がある。	 （佐々木尚子）
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編集後記

　本書の執筆・編集には、筆者含めた学生も少なからず携わった。

思えば初めて末窯跡群の踏査に参加した時は、山の中で右も左もわ

からず先輩の背中にひっついていき、落ちている土器に夢中になっ

ていた。後輩を先導する立場になると手元の地図と睨めっこしつつ、

採取した土器の記録や、整理作業の日程を考えた。夜久野では先輩

方の歩みも蓄積しており、私自身も他分野の先生方との合同踏査や

資料の分析、成果報告会の開催などの得難い経験をした。その成果

をこうして 1冊にまとめ上げる段階に関わることができたことは

感慨深い。多くの人と関わり、貴重な資料に触れる機会を得たこと

に感謝したい。（も）

表紙・裏表紙写真

上左：夜久野末窯跡群の調査風景

上中：長者森古墳

上右：ボーリング調査風景

下　：夜久野末窯跡群の遠景（ナゲ地区）

	 （以上、菱田撮影）

裏表紙：小倉田古墳出土双龍環頭大刀

	 （栗山雅夫氏撮影）


